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顕著な普遍的価値

東アジアで最大の原生的なブナ林で、
世界の他の地域のブナ林よりも多様性に富んでいる

(ix) 生態系白
神
山
地 

森の博物館
白神山地は冬には日本海側の湿った空気を受けるため、世界的に
見ても雪が非常に多く、ブナ林の地面には、チシマザサに代表さ
れるような、多雪環境を反映した植生がみられます。また、アオ
モリマンテマなどの地域固有の植物をはじめ、540 種以上の植物
が生育しています。白神山地には、イヌワシやクマゲラをはじめ
とする希少な鳥類や、カモシカやツキノワグマをはじめ、35 種の
哺乳類、94 種の鳥類、約 2,200 種の昆虫類などが生息しています。
白神山地のブナ林は、我が国の固有種であるブナを中心とした森
林生態系の博物館と言えるでしょう。

生き残った原生的な森
白神山地には、これまで人為的な開発が入らず、東アジア最大の原生
的なブナ林が広がっています。
ブナ林はかつて地球が今よりも温暖だった時代には北極周辺に分布
し、今では氷河期の生き残り（遺存種）といわれるアオモリマンテマ
やツガルミセバヤなど、ブナ以外の多様な植物も生育していました。
氷河期に入ると気候の寒冷化に対応してブナ林が南へと移動しました
が、この際、ヨーロッパなど世界の多くの地域ではブナ以外の植物は
東西に広がる山岳に妨げられて南下することができず、新しい場所に
速やかに進出できるブナだけが南下したため、ブナ林の植生が単純化
していきました。しかし、日本では、分布の南下を妨げる山岳がなかっ
たため、北極周辺での植物群落の種組成をほぼ維持したまま南下しま
した。そのため、白神山地は約 3,000 万年前に北極周辺に分布してい
た当時に近い特異なブナ林が維持されています。
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白神山地世界遺産地域の原生的なブナ林は、関係者のパトロー
ル、各種法令・ルールに基づく管理等によって保全されており、世
界遺産としての価値が損なわれるような大きな問題は、現在は顕
在化していません。しかし、将来的に気候変動の影響等の課題が
生じる可能性が指摘されているため、継続的な自然環境のモニタ
リングが必要です。白神山地では、行政関係者、専門家、地元関
係者が協力してこれらの保全のための取り組みを進めています。

白神山地世界自然遺産の保護管理

パトロール
遺産地域が適切に保全されるように環境
省のレンジャーなど行政機関の職員や、
各機関が雇用した巡視員やボランティア
巡視員が定期的にパトロールを行ってい
ます。パトロールでは、立ち入りが制限
されている核心地域への入山、樹木の伐
採・損傷、植物の盗掘、禁漁区での密漁、
ゴミの投棄、たき火の防止等を図るとと
もに、入山者に対するマナーの啓発や入
山手続き等の指導も行っています。白神
山地世界遺産地域連絡会議が主催して、
関係者が一堂に会して行う合同パトロー
ルも年に数回実施しています。

エコツーリズムの推進
「環白神エコツーリズム推進協議会」が
平成 23 年に発足しました。この協議会
は、遺産地域とその周辺地域において、
地域住民や地域関係者等が一体となっ
て、エコツーリズムに取り組むことを目
的に、地元の方に白神山地での過去から
の自然との関わり方を聞いたり、「じま
んできる・大切にしたい・誇りに思う」
歴史文化、食材、自然に関するアンケー
トを行うなど、地域資源を掘り起こす活
動を行っています。エコツーリズムを推
進することにより、地域ぐるみで地域固
有の魅力を観光客に伝え、その価値や大
切さを理解してもらい、保全につなげて
いくことを期待しています。

モニタリング調査
将来、地球温暖化や大気汚染等によって
白神山地世界遺産地域にとって重要なブ
ナ林にどのような影響が出るのかを早期
に見つけ出す事は、とても重要なことで
す。そのため、継続的にモニタリング活
動が行われており、気象や植生などの自
然科学的な内容ばかりでなく、入山者数
などの社会科学的な内容も含めて白神山
地の変化状況を見守っています。調査の
継続には多くの人材が必要なことから、
一般の方々や学生、研究者、行政機関が
協働で行っています。

白神山地自然環境保全地域 :	 14,043	ha

遺産地域内の保護地域の面積

（環境省所管の保護地域）

自然体験プログラム 

遺産地域では、子どもたちに自然体験を通して、
自然の素晴らしさや人と自然とのつながりを学ん
でもらうためのさまざまな自然体験プログラムを
開催しています。
実際に白神山地の自然の恵みを受けながら暮らし
てきた川や山の達人たちと一緒に自然の中に入
り、マタギに昔ながらの食文化や狩猟についての
話を聞いたり、川漁師に漁の知恵を教わったりし
ています。また、環境省レンジャーと一緒に、森
のパトロールや生き物調査を通して自然の素晴ら
しさを学ぶプログラムも実施し、白神山地を生き
た教材とした環境教育を進めています。

マタギの知恵を学ぶ

取り組み事例


